
今年度も塙先生顕彰会の会員として継続して 

ご協力いただけますようお願い申し上げます。

   総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、塙保己一先生の 

遺徳を顕彰し、幅広い啓発活動を行っています。会員の 

みなさまの日頃のご協力に感謝申し上げます。 

塙先生顕彰推進のため今年度も会費の納入につきまし 

て、よろしくお願いいたします。 

 みなさまのご協力をなにとぞよろしくお願いいたします。

発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

年会費   個人会員 一口 千円 、 賛助会員（団体） 一口 一万円 

入会と会費納入の受付場所 本庄市役所４階生涯学習課と本庄市児玉文化会館(セルディ)、 

アスピアこだま内の児玉公民館で受け付けています。  

   ※ 郵便振替でもお申込みいただけます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。 

記
念
館
に
は
天
満
宮
と
陽
刻
さ
れ
た
軒
丸
瓦

が
一
点
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
よ
く
見
る
と
「
和

学
所
・
天
満
宮
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
瓦
は
和
学

講
談
所
の
一
角
に
勧

請

か
ん
じ
ょ
う

し
た
天
満
宮
の
屋
根
瓦

の
一
部
な
の
で
す
。

保
己
一
が
天
満
宮
を
深
く
信
仰
し
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
和
三
年(

一
七
六
六) 

本
庄
市
塙
保
己
一
記
念
館
に
あ
る
資
料
紹
介

和
学
講
談
所
の
天
満
宮
軒の

き

丸ま
る

瓦
が
わ
ら

と
額

に
父
と
一
緒
に
伊
勢
参
宮
を
行
っ
た
時
、
足
を
の
ば
し
北
野
天
満
宮
に
参
詣
し
た
と
い
い
、
勾こ

う

当と
う

の
位
に
昇
進
し
た
時
も
、
勾
当
に
な
れ
る
よ
う
に
事
前
に
江
戸
の
平
河
天
神
に
祈
願
し
て
い
ま
し

た
。
昇
進
も
叶
い
、
さ
ら
に
検
校
昇
進
の
祈
願
も
考
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
平
河
天
神(

天

満
宮)

へ
は
毎
日
お
参
り
を
欠
か
さ
ず
、
そ
の
信
仰
心
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
保
己
一
が
和
学

講
談
所
を
つ
く
っ
た
際
に
は
天
満
宮
を
敷

地
内
に
建
立
し
た
の
で
す
。
保
己
一
の
伝

記
の
一
つ
『
御
伝
』(

記
念
館
所
蔵)

に
は
、

「
麹
町
平
川
町
な
る
天
満
宮
を
尊
敬
し
、

第

中

て
い
ち
ゅ
う

に
勧
請
し
て
毎
年
二
月
廿
五
日
是

を
祭
れ
り
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

記
念
館
に
は
こ
の
瓦
以
外
に
も
、
天
満
宮

の
額
が
一
枚
残
さ
れ
て
お
り
、
共
に
貴
重

な
遺
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第２５号 平成２８年５月発行

３月１２日、銅像の除幕式が多数の来賓ご臨席のもと行われました。

＝塙先生の銅像がついに建立となりました＝

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、皆様のご支援とご協力によりまして、

塙保己一先生没後１９５周年及び本庄市合併１０周年を記念して、このたび総

検校塙保己一先生の銅像を建立することができました。ここに、深く感謝申し

上げます。

この銅像は、塙保己一先生の業績を讃えるとともに、本庄市の玄関口の一つ

である JR上越新幹線本庄早稲田駅の前にたたずむこの像により、本庄市を訪
れた人や、本庄から旅立つ若い人たちなど、多くの人々が夢と希望を抱いてい

ただけるよう祈念して建立したものです。

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、この銅像建立を大きな契機として捉

え、塙保己一先生の遺徳と業績の顕彰、その精神を国内外に広く伝えて参りた

いと考えておりますので、引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますようお

願い申し上げます。  

         総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

会 長 吉 田 信 解



平成２８年度顕彰会総会を開催いたします。
郷土の偉人 塙保己一先生の偉大な業績を顕彰する総検校塙保己一先生遺徳顕彰会も会員の 

 みなさまのおかげにより発足から１０年目を迎えます。今年度の総会を下記のとおり開催しま 

すので多数のみなさまのご参加をお待ちしております。申込み不要です。 

日  時 ５月２１日(土)午後１時３０分～受付 

午後２時 開 式 

会  場 セルディ ホール 

内  容 前年度事業報告・決算報告 

     今年度事業計画・予算審議 

昨年の総会の様子

平成２７年度顕彰会事業報告
 平成２７年度の顕彰会における特筆すべき事業は、塙先生没後

１９５年周年・本庄市合併１０周年を記念して建立された塙先生

の銅像です。平成１９年の顕彰会発足当初より塙先生顕彰のシン

ボルとなる特別事業を検討し、長らく銅像建立委員会ほか多くの

関係者の方々により協議・研究を重ねていただき、今年３月１２

日（土）、上越新幹線本庄早稲田駅北口にめでたく完成いたしま

した。会員のみなさま、ぜひご覧ください。

さらに、今年度は、下記の定例事業を実施したほか、自治会や

高校で塙先生の偉業についての説明などを行いました。

 平成２７年度総会では、会の運営や銅像

建立について審議・承認が行われました。

また、寄附者への感謝状贈呈のほか、温故

学会齊藤理事長による講演も行われました。

顕彰会総会 ５月１９日（土）

顕 彰 祭 ９月１２日（水）

 塙先生の命日に遺徳を偲び、セルディに

て来場者全員による菊の花の献花が行わ

れました。

塙保己一賞１２月１５日（土）

 障害がありながら社会的に顕著な活動を

している人や応援している人・団体を表彰

する塙保己一賞への協力を行いました。

３名が表彰を受けました

記念講演 国文学研究資料館研究部教授

 伊藤 鉄也 氏

演  題 世界中だれでも読める『群書類従』

前
号
に
引
き
続
き
、
今
回
も
塙
保
己

一
先
生
の
生
涯
及
び
業
績
に
つ
い
て
順

序
立
て
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
、
大
日
本
史
を
校
正
し
、
座
中
取

締
役
に
も
就
任

四
十
歳
の
時
、
立
原
翠
軒
の
推
薦
に

よ
っ
て
水
戸
藩
主

徳
川
治
紀
公
に
お

目
通
り
を
許
さ
れ
「
源
平
盛
衰
記
」
の

校
正
に
あ
づ
か
り
ま
す
。

四
十
四
歳
の
時
、
正
式
に
水
戸
藩
の

「
大
日
本
史
」
の
校
正
に
携
わ
り
月
俸

十
人
分ぶ

ち

（
持
）
と
な
り
ま
す
。

四
十
六
歳
の
時
、
新
し
く
設
け
ら
れ

た
盲
人
仲
間
の
座
中
取
締
役
に
任
命
さ

れ
座
中
法
の
改
正
の
断
行
を
行
っ
て
実

績
を
上
げ
、
幕
府
や
周
囲
か
ら
そ
の
実

力
を
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

九
、
和
学
講
談
所
設
立
を
願
い
出
る

四
十
八
歳
の
時
、
国
学
の
研
究
拠
点

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
た
保
己
一

は
、
幕
府
に
願
い
出
て
和
学
講
談
所
用

に
建
設
用
地
三
百
坪
、
資
金
三
百
五
十

両
の
借
用
も
叶
い
、
そ
の
年
の
う
ち
に

着
工
、
同
年
十
一
月
に
完
成
し
会
読
を

始
め
ま
す
。
い
か
に
幕
府
の
保
己
一
へ

の
信
頼
が
厚
く
、
周
囲
の
人
間
が
支
援

し
て
い
る
か
が
伺
え
ま
し
た
。

五
十
歳
の
時
に
和
学
講
談
所
の
永
続

手
当
と
し
て
毎
年
五
十
両
を
支
給
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
群

書
類
従
を
幕
府
に
献
上
し
、
そ
の
褒
美

と
し
て
白
銀
十
枚
を
受
け
ま
し
た
。

十
、
徳
川
家
等
か
ら
の
厚
い
信
頼

五
十
三
歳
の
時
、
群
書
類
従
の
版
木

倉
庫
建
設
用
地
の
借
用
願
や
國
史
・
律

令
の
刊
行
の
資
金
借
用
願
等
で
尾
張
の

徳
川
家
へ
の
出
入
り
も
許
可
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
用
地
の
借
用
と
資
金
の
五
百

両
も
願
い
ど
お
り
許
可
さ
れ
ま
す
。

五
十
四
歳
の
時
、
座
中
取
締
役
を
辞

任
し
褒
美
と
し
て
白
銀
二
十
枚
を
受
け
、

ま
た
、
紀
伊
徳
川
家
へ
の
出
入
り
も
許

可
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
七
十
六
歳
に
総
検
校
に
な
る

ま
で
の
二
十
年
間
は
ほ
と
ん
ど
幕
府
や

皇
族
等
の
公
的
な
史
実
や
文
庫
等
の
刊

行
の
た
め
の
仕
事
に
、
江
戸
将
軍
屋
敷

や
京
都
の
皇
居
の
往
復
に
時
間
を
費
や

し
、
忙
し
い
国
家
的
な
大
事
業
に
没
頭

し
た
人
生
で
し
た
。

・
塙
保
己
一
の
行
っ
た
こ
と

こ
の
後
は
、
次
号
に
も
わ
た
り
塙
先

生
が
遺
し
た
業
績
を
記
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
、
和
学
講
談
所
を
設
立

四
十
八
歳
の
時
、
そ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
我
が
国
の
歴
史
や
法
律
、
文
化
等

専
門
の
教
育
機
関
の
設
立
に
向
け
て
動

き
出
し
ま
す
。
設
立
の
決
断
を
し
て
か

ら
は
す
ぐ
に
幕
府
に
国
学
専
門
の
学
校

を
作
る
こ
と
を
申
し
出
ま
し
た
。
許
可

が
出
て
建
設
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

老
中

松
平
定
信
公
も
大
い
に
喜
び
、
こ

の
建
物
に
「
温
故
堂
」
と
い
う
名
称
を

付
け
、
題
額
に
自
ら
執
筆
す
る
ほ
ど
で

し
た
。
こ
の
講
談
所
は
、
そ
の
年
の
十

一
月
に
完
成
し
、
林
大
学
頭

だ
い
が
く
の
か
み

の
支
配
下

に
お
か
れ
、
保
己
一
が
学
長
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
幕
府
か
ら
年
五
十
両

が
支
給
さ
れ
る
公
的
な
機
関
と
し
て
の

扱
い
と
な
り
、
保
己
一
は
全
体
を
取
り

ま
と
め
て
思
う
存
分
に
采
配
を
ふ
る
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
和
学
講
談
所
の

役
割
は
、

①
国
の
最
高
の
研
究
調
査
機
関

②
行
政
機
関
と
し
て
文
書
の
起
草
、

検
閲
や
幕
府
か
ら
の
調
査
の
回
答

③
出
版
局
と
し
て
の
「
群
書
類
従
」

の
刊
行
事
業

な
ど
で
あ
り
、
今
で
も
そ
の
業
務
の

一
部
は
東
京
大
学
の
史
料
編
纂
所
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
お
も
に
群
書
類
従
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

【群書類従などの叢書や資料を紹介します…第 12 回】

塙
保
己
一
先
生
は

ど
ん
な
人
物
か

―
（２
）
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顕
彰
会
事
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野
口
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